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非水媒体中 で機能 す る界面活性剤
一

ラ ッ カ
ー

ゼ複合体 の 調製
と触 媒特性
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【目的 】　 我々 は これ ま で に、 W ／0エ マ ル シ ョ ン手 法 に よ っ て 調製 した界面活 性剤
一

酵素複合体が 、 有機溶媒 中に お い て も触媒活 性を維持 して い る こ とを 明 らか に して きた 。

本研究 の 目的は、 同様の 手法 に よ っ て 酸化酵 素で ある ラ ッ カ
ーゼ と界面 活性剤分子 とを

複合化 し、有機媒体 中に おい て触媒活性を発現 させ る こ とにあ る。

【方法及 び結果】　 ラ ッ カ
ー

ゼ溶液をO．1M リン酸緩衝液（pH7）を 用 い て 1  ／mL に希

釈 し、こ れ を 水相 と した 。ま た、非イオ ン性 合成界面活性剤を10mM 溶解させ た トル エ

ン を 有 機 相 と した 。 水 相 1mL と 有 機 相3mL を 接触 さ せ 、 ホ モ ジ ナ イ ザ ーを 用 い

15
，
000rpm で 3分間高速撹拌 した 。 形成 したW ／Qエ マ ル シ ョ ンを 24 時間凍結乾燥 し、

得 られ た 粉末固体を界面活性剤
一ラ ッ カ ーゼ 複合体 と して 反応 に 用い た 。 こ の ラ ッ カー

ゼ複合体 は無水 トル エ ンに ほぼ均一 に溶解 し、 O一フ ェ ニ レ ンジア ミ ン の酸化反応 を 触

媒 した 。 また、上記の 水相のみ を凍結乾燥 した凍結乾燥ラ ッ カ ーゼは 、 触媒活性を発現

しなかっ た 。 さ らに複合体調製時の水相pHの 効果 につ いて検討 した とこ ろ、　 pH3か ら調

製 した ラ ッ カ ーゼ複合体の 活性が最 も高い こ とが 明 らかとな っ た 。 現 在、さ らに高活 性

な 複合体を得 るた め 、 調 製条件及 び反応 条件 の 最適 化を検討 して い る 。
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【目的】白色腐朽担 子菌は 菌体外 ヘ ム酵素 と し て 、 リグ ニ ン ペ ル オキ シ ダーゼ （Lip）

や マ ン ガン ペ ル オキ シダーゼ （MnP ）を分 泌す る。　 Lip はダイオ キ シ ン 等環 境汚 染物質

の 酸 化を触媒する 酵素で あ り、高効率発現 系の 構築が望 まれて い る 。 そ こ で 担子 菌の

ヘ ム タ ン パ ク 質生合成機構の 解明を試み て い る 。 こ れ まで に 5一ア ミ ノ レブ リン酸

（ALA ）合成系 が律 速段階 で ある こ と、　 ALA 添 加 に よ り 凵 P、　 MnP 活 性が 増大 す る こ と

を 明 らか に した。今 回、特 に Lip生産 の ための 最適条件 に つ いて 検討を行 っ た 。

【方 法及 び結果】供試 菌と して 、 白色腐朽菌 P．chrysosporium を 用 い た 。 菌体を

Mn 　ll を含有 しな い 培地 にて 培養 した と こ ろ、　 LiP 活性 の み が観察 され た。 また ALA

2．OmM 存在下 、コ ン トロ ール と比 較 して 、 活性 は約 6 −7 倍 に増大 した。 こ の 活性増

大は酵素分 泌量 の 増加 に よる もの で あ っ た 。 また MnP が全 く発現 しな い た め、　 Lipの

単離およ び精製が簡略化 され た 。 現 在、ALA 添加 に よ る菌体外酵素 へ の 影 響を遺伝子

発現 レ ベ ル で 検討 して い る 。
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